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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，~京学に関心をもち， 本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し会員に無料て‘頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円 (学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

庶務および会計ーに関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛に，また「藻類」

への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ

れたい。

The ]apanese Society of Phycology 

The]apanese Society of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any aspect ofphycology 

Either individuals or organizations may bccome mcmbers of the Socicty. The] apanese]ournal of Phycology (SORUI) 

is published quarterly and distributed 10 membcrs li'ee of charge 

Inquiries and other ir川nば1form町mat

Phycology， Shi皿 otachiuriOgawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 ]apan. The annual dues (1990) for overseas 

members arc 7，000 Yen (Send the remittance to The ]apanese Society of Phycology at the above address) 

恥1anuscriptfor publication should be submitled directly to the Editor-in-Chief， Prof. 1. Shihira-Ishikawa， 

Department of Biology， Tokyo Gakugei Univcrsity， Nukuikita-machi， Koganei-shi， Tokyo，184 ]apan. 

1991-1992年役員

会 長 有賀祐勝 (東京水産大学)

庶務幹事庵谷 晃(東京水産大学)

会計幹事 能登谷正浩(東京水産大学)

評議員

O伍cersfor 1991-1992 

Prcsidcnt: Yusho ARUGA (Tokyo Univcrs町 ofFisheries) 

Secretary: Teru IORIYA (Tokyo University of Fisheries) 

Treasurer: Masahiro NOTOYA (Tokyo Univers町 ofFisheries) 

Mcmbcrs of Executive Council: 

復本幸人 (神戸大学 SachitoENOMOTO (Kobe Universily) 

福島 博 (東京女子体育大学 HiroshiFUKUSHIMA (Tokyo Women's College of Physical Education) 

井上 勲 (筑波大学 1saoINouE (Univcrsity of Tsukuba) 

石川依久子(東京学芸大学 1kukoSHIHJRA-IsHlKAWA (Tokyo Gakugei University) 

岩崎 英li:fr(三重大学 HideoIWAsAKI (Mie University) 

香村 真徳 (琉球大学 ShintokuKAMURA (University of the Ryukyus) 

喜閃平n四郎 (三重大学 WashiroKIDA (Mie University) 

j曽回 道夫(北海道大学 MichioMASUDA (Hokkaido University) 

右田 清治(長崎大学 SeijiMIGITA (Nagasaki University) 

中原紘之(京都大学 HiroyukiNA臥 HARA(Kyolo University) 

大野正夫(高知大学 MasaoOHNO (Kochi University) 

小河久朗(東北大学 HisaoOGAWA (Tohoku Univcrsity) 

舘脇 正和 (北海道大学 MasakazuTATEWAKI (Hok.kaido Univcrsity) 

月舘 潤一(南西海区水産研究所)]un-ichi TSUKIDATE (Nansei National F凶 eriesResearch Institute) 

波辺 信(国立環境研究所 MakotoM. WATANABE (National Institutc for Environmental Sludies) 

山岸高l庄(日本大学 TakaakiY AMAGISHI (Nippon U niversity) 

編集委員会・ Editorial Board: 

委員長石川依久子(東京学芸大学 IkukoSHIHIRA-TsIIIKAWA (Tokyo Gakugci University)， Editor-in-Chief 

幹 事 :真山 茂樹 (東京学芸大学 Sh伊 kiMAYAMA (Tokyo Gakugei Univcrsity)， Sccrctary 

実行委員原 慶明 (筑波大学 YoshiakiHARA (University of Tsukuba)， Associate Editor 

岡崎恵視(東京学芸大学 MegumiOKAZAKI (Tokyo Gakugei University)， Associate Editor 
渡辺 信(国立環境研究所 MakotoM. WATANABE (Nationallnslitute for Environmental Sludi目)， Associate Editor 

委 員千原光雄(筑波大学 MitsuoCI'IIHARA (Univcrsity Of Tsukuba) 

銅 賞f<三 (筑波大学 TerumitsuHORI (Univcrs町 ofTsukuba) 

加藤哲也 (京都大学 TetzuyaKATO (Kyoto University) 

小林 弘(東京珪藻研究所 HiromuKOBAYASI (Tokyo Diatom 1nstitute) 

三浦昭雄(東京水産大学 AkioMIURA (Tokyo University of F凶 crics)

大野正夫(高知大学 MasaoOHNO (Kochi Univcrsity) 

大森正之(東京大学 MasayukiOHMORI (University of Tokyo) 

舘脇 正和 (北海道大学 MasakazuTATEWAKI (Hok.kaido U niversity) 

横浜康継(筑波大学 YasutsuguYOKOHAMA (U niversity of Tsukuba) 

吉田 忠生(北海道大学 TadaoYOSHIDA (Hokkaido University) 



第 2回日韓藻類学シンポジウムのお知らせ

第15回日本藻類学会大会(琉球大学)前日(3月初日)の評議員会において，上記シンポジウムを日本藻類学

会の1991年度秋季シンポジウムとして開催することが正式に決定されました。以下に実施概要， 日程及び参加

申込要領をお知らせします。会員各位にはふるってご参加下さL、。

記

主 催 日韓藻類学 γンポジウム組織委員会

有賀 祐勝(日本藻類学会会長)

小林 弘(日本藻類学会前会長)

鄭 j麻(韓国藻類学会会長)

李仁圭(第 l回線日藻類学シンポジウム準備委員長)

三浦昭雄(日本藻類学会編集委員)

共 催 :日本藻類学会 ・韓国藻類学会 ・筑波大学

企画準備 :第 2回日韓藻類学シンポジウム準備委員会

原 慶明(準備委員長 ・筑波大学生物科学系)

内 容 :特別講演 (招待)，招待講演，一般講演 (公募)及びワ -9・ショ γプ

使用言語:英語

開催日程 :1991年9月8日 受付 (16:00-)及び歓迎懇親会 (18・00-)

9月9日 受付 (8:30-)，特別講演，招待講演，一般講演及び若手研究者懇親会

9月10日 特別講演，招待講演，一般講演及びバソケット

9月11日 ワーク ・ショップ IIntroductionto the phytof!agellatesJ(9 : 00-12: 00) 

開催場所ー 筑波大学国際会議場他

参 加 費 :無料(但し，ワ ークショップ参加費は10，000円)

懇親会等会費 歓迎懇親会 2，000門，パンケ 'y ト5，000円

連絡先 :第 2回日韓藻類学シンポジウム準備委員会

講演

干305茨城県つくば市天王台1-1-1 筑波大学生物科学系内

TEL 0298-53-4533 FAX 0298-53-6614 

本シンポジウムはすべて英語による講演となります。特別講演 (45分) 2題，招待講演 (30分)17題，一般講

演 (15分)20題およびワ ーク・ンノョップ(半日)で構成する予定です。各講演時聞は討論時聞を含みます。通

常のスライド映写機と OHP(同時臥L写可能)を準備します。ビデオその他の器材が必要な方は事前に準備委員

会にご相談下さL、。

一般講演・シンポジウム参加・懇親会申込

一般講演は公募します。応募件数が予定より多い場合は申込順に採択させて戴きます。一般講演， シンポジウ

ム参加及び懇親会等の申込(1，綴込みの用紙に必要事項を記入し，上記準備委員会宛にお送り下さい(申込期限

厳守)。懇親会等の会費は銀行口座(常陽銀行研究学園都市支庖 ー第2回日韓藻類学合同シンポジウム準備委員

会原 慶明，口座番号 104-7085521)に振り込むか，も しくは現金書留にてお送り下さL、。

一般講演申込締切 1991年8月10日

一般講演要旨締切 1991年8月20円

一般参加・懇親会等申込締切 1991年8月31日(当日参加可能。但し懇親会等の当日申込はお断りすることがあ

ります。なお，;r，手研究者の集いはシンポジウム会場にて申込 ・会費をお受けします。)



特別講演 ・招待講演

招待講演者の要旨，シンポジウム参加(準備の都合上，申込んで下さL、)，懇親会等の申込みの締切日は一般

講演と同じです。

要旨書式

要旨の原稿は以下の要領にしたがって， タイプ・ライター， ワープロまたはノミソ コンで、作成して下さL、。 印字

は明瞭な黒色でお願いします。

1 )要旨は全て英語で，演題 ・著者名 ・所属 ・住所 ・要旨の順に記述して下さい。

2)活字は12ピッチのエリートを使用し，行聞はシングノレ ・スベースとして下さL、。演題の前に6文字，各節の

前に 3文字のスベースを取って下さL、。演題は全て大文字で表示して下さL、。

3)原稿は A4タイプ用紙(オニオンベーパーなどの薄手の用紙は避けて下さL、)にカ ーボンリボンを用いて，

各講演5J1jに指定した枠内に印字して下さい。ワ プロ，パソコンの場合は，24ドット 以上のプリソタ ーで印

字して下さい。

4)著者が後数の時は演者の名前に下線を付けて下さL、。また，所属の異なるときは著者名の右肩に番号を付し，

同じ番号を各著者の所属 ・住所の左肩に付けて下さL、。

5)学名等，イタリッタで表示する場合は同じピッチのイ タリッタ文字を使用するか，その部分に下線を付けて

下さL、。

6)原稿は約80%に縮小 し 2段組にしてそのままオフセ ット印刷されます。著者校正はありませんので，ご注

定、下さL、。

7)用紙原稿は演題等を含めてヨコ ×タ テを一般講演は80x 120 mm (1ワタ)， シンポジウムは80x 250 mm (1 

ワク)，特別講演は 80x250 mm (2ワク)に納めて印字して下さL、。

ULTRASTRUCTURE AND TAXONOMY OF CHLORARACHNION 

SP. (CHLORARACHINIOPHYTA). Hanako Kasumi1， Ichiro Sakura' and Mineo 
Mura叫 0'. lInstitute of B凶 Sci.，Univ. ofTsuk山 a，Tsuk山 a-shi，Ibaraki， J apan 

'Dept. of Botany， Tokyo Univ. of Fish.， Minato-ku， Tokyo， Japan 

Amoeboid cells of Chlo問問clznionsp. adhering on the surface of Gracilaria verrucora 

were directly isolated 

プログラム ・要旨集の発送 1991年9月 1日(参加申込をされた方に郵送します)

宿泊

会場に比較的近い主な宿泊施設は下記の通りですので，直接予約して下さL、。これら以外にも大学周辺に宿泊

施設はありますが，予約する前に筑波大学への交通の便を必ず確かめて下さい。

)ifii設名 料 金 電 話 交 通

筑波第一ホテル S: 9，857 T: 18，125 0298-52-1112 パス つくばセンター 10分

トレモ ントホテル S: 8，497 T: 13，596 0298-51-8711 徒歩 5分

サンノレート筑波 S: 6，911 T: 13，256 0298-52-1151 バス 電電社宅前 20分

筑波研修セ ンタ ー S: 2，900 T: 6，600 0298-51-5152 徒歩 20分

ホテノレニ ュー高橋 S: 5，500 T: 9，000 0298-51-1208 バス学園竹園 20分
(竹図庖)

交通案内

1)東京駅八重洲南口よりつくばセ ンタ ーまでJR関東鉄道の高速パスが15-30分おきに出ています。所要時聞は

下りが65分，上りが150分，料金は片道1230円です (回数券5枚綴り5100円)。つくばセンターからは，関鉄



パス「筑波大学中央行」 で大学会館前下車 (160円，約18分)，タタシーは約900円，約 7分。

2)上野駅からJR常磐線で荒JII沖駅または土浦駅下車 (70-80分)，荒川沖駅東nまたは土浦駅西口より関鉄パ

ス「筑波大学中央行」で大学会館前下車(荒 :470円，土:510円，約50分)，タタ γーは約3000門，約25分。

3)自動車では首都高 6号線→常磐道(谷田部もしくは桜土浦IC) >土浦野回線砂商大通りもしくは東大通り→

筑波大学中央口 》中央自由駐車場もしくは北自由駐車場→大学会館(徒歩 5分)。案内図参照。
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第2回日韓藻類学シンポジウム

(日本藻類学会秋季シンポジウム)

筑技大学国際会議場

8-11 September 1991 

参加申込書

氏名:

(日本語，英語で併記して下さい。)

所属・住所:

(向上)

電話: FAX: 

講 演:(一般講演 招待講演 特別講演

TITLE: 

懇親会・その他:参加するものにOを記入して下さL、

)歓迎懇親会(9月8日，大学会館レストランプラザ，会費:2，000円)

)若手研究者の集い“筑波のタ.(9月9日，つくば市内)

)パンケット(9月10日，会場未定，会費:5，000円)

)ワーク・ショップ“INTRODUCTIONTO THE PHYTOFLAGELLATES. 

( 9月11日，筑波大学第2学群実験室，参加費:10，000円)

送金合計 円

要望・連絡事項






